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令和4年

ジュニアワーカーセミナー
青年ワーカーセミナー

現役青年ワーカーの声

ジュニアワーカーセミナージュニアワーカーセミナー
君もリーダーに

！

毎
月
15
日
号
に
は
、
生
涯
学
習
だ
よ
り「
ひ
ろ
ば
」が
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

セミナー参加者を募集します
第38期ジュニアワーカーセミナー
対市内在住・在学の小学５年生～中学３年生で次の全てに該当す
る方
○自力で野外活動ができる体力がある
○団体行動のルールを守り、活動に一人で参加できる
定40人（申込先着順）
費8,000円（宿泊研修費用含む）

令和4年度青年ワーカーセミナー
対15歳～ 26歳の方（中学生不可）
費2,000円（宿泊研修費用別途）
※地域行事、ジュニアワーカーセミナーにリーダーとして参加し、
子ども達の指導を行います。

◆共通事項
日内右表参照
※新型コロナの影響により各プログラムを中止、変更する場合があります。
※参加費用は各セミナーの第1回目参加時に集金します。
申市 内申し込みフォーム（上記QRコード参照）〔4月18日（月）～〕
限4月26日（火）

　学校・学年・年齢・生活環境の異なる仲間と一緒に、レクリエー
ションや野外活動、宿泊研修などの体験を通して、地域や学校、
社会で積極的に活動できるリーダーシップを身に着けましょう。
過去の活動など詳細は市 （右記QRコード参照）をご覧ください。
先  問  稲城市青少年委員会事務局（児童青少年課青少年係）

　私は小学5年生からジュニアワーカーを始め、現在
は青年ワーカーとして活動しています。
　ジュニアワーカーセミナーでは、学校・学年が異
なった多くの仲間と出会うことができ、班長として
活動した経験は、今の自分に繋がっています。また、
青年ワーカーセミナーでは、レクリエーション準備
や、地域行事への参加などを通して、チームで一つ
のことを成し遂げる達成感を味わえます。 ▲ 現役青年ワーカー

の永松さん

ジュニアワーカーセミナー日程・内容
回数 期日 内容
1 ５月22日（日） 開講式
2 ６月12日（日） 仲間づくり
3 ７月９日（土）・10日（日） キャンプ研修
4 ８月20日（土）～ 22日（月） 夏季宿泊研修（長野県）
5 ９月11日（日） 宿泊研修振り返り
6 10月９日（日） ものづくり
7 11月13日（日） 市外に出かけよう
8 12月11日（日） 閉講式

青年ワーカーセミナー日程・内容
回数 期日 内容
1 ５月15日（日） 開講式

2 ５月29日（日） キャンプファイヤー研修/
プログラムを考えよう①

3 ６月25日（土）・26日（日） 高遠宿泊研修・実地踏査/
プログラムを考えよう②

4 ８月（日付未定） プログラムを考えよう③
5 10月２日（日） 青年ワーカープレゼン企画
6 令和５年３月12日（日） 閉講式

▲ 稲城中央公園に咲くキンラン

※写真は新型コロナ拡大以前の活動の様子です。

▲ 詳細は
　こちら

▲ジュニア
　ワーカー
　申し込み

▲青年
　ワーカー
　申し込み



予
約
方
法
が
変
わ
り
ま
す

粗
大
ご
み
収
集

　

　
4
月
28
日（
木
）以
降
、
電
子
メ

ー
ル
で
の
粗
大
ご
み
収
集
予
約
は

廃
止
と
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ま
た
は
電
話
に
よ
る
予
約
方
法
に

変
わ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

、
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付（
左
記
QR

コ
ー
ド
参
照
）　

▽
受
付
時
間　
毎

日
24
時
間（
定
期

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時

を
除
く
）

電
話
受
付

▽
粗
大
ご
み
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
☎

370
・ 

5 

5 

0 

5

▽
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時（
土・日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

問
生
活
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

国
民
健
康
保
険
税
の

 

年
金
天
引
き

 　

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
の

支
払
い
は
、
原
則
、
年
金
天
引
き

と
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
へ
変
更

を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
口
座
振
替
で
支
払

い
を
し
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替

が
継
続
さ
れ
ま
す
。
年
金
天
引
き

ル
係ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
期
間
中
の
ご
み
・

　
　
資
源
物
の
回
収
な
ど

　
ご
み
・
資
源
物
は
、
ご
み
・
リ

サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り

回
収
し
ま
す
。
粗
大
ご
み
の
収
集

予
約
・
し
尿
く
み
取
り
・
拠
点
回

収
は
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
収
集
予
約

　
5
月
3
日（
火
・
祝
）〜
5
日（
木
・

祝
）は
、
粗
大
ご
み
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
で
の
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
収
集
は
通
常
ど
お
り

行
い
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り

　
4
月
25
日（
月
）〜
5
月
6
日（
金
）

は
、
受
け
付
け
・
く
み
取
り
は
で

き
ま
せ
ん
。

拠
点
回
収

　
4
月
27
日（
水
）回
収
後
〜
5
月

5
日（
木
・
祝
）は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
・
ト
レ
イ
等
の
持
ち
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
生
活
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
係

活
動
団
体
を
募
集
し
ま
す

資
源
ご
み
集
団
回
収

　
自
主
的
に
古
新
聞
や
ア
ル
ミ
缶

な
ど
の
資
源
物
を
集
め
、
市
に
登

録
し
た
回
収
業
者
へ
引
き
渡
す
活

動
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
3

月
末
現
在
、
市
内
73
団
体
が
登
録

し
て
い
ま
す
。

　
集
団
回
収
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
回
収
量

に
応
じ
た
補
助
金
が
支
払
わ
れ
る

等
、
実
施
団
体
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
自
治
会
・
管
理
組
合
・
子
供
会

な
ど
市
内
20
世
帯
以
上
の
団
体 

問
生
活
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
係募

集
し
ま
す

（
仮
称
）第
三
次
稲
城
市
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

策
定
支
援
事
業
者

　
市
の
ご
み
・
生
活
排
水
の
4
Ｒ

＋
1
の
推
進
や
適
正
処
理
な
ど
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
一
般
廃
棄

物
の
基
本
方
針
と
な
る「（
仮
称
）

第
三
次
稲
城
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
」の
策
定
支
援
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
計
画
の
策
定
は
、
令

和
4
年
度
・
5
年
度
の
2
カ
年
で

実
施
し
ま
す
。

内
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画（
案
）

・
生
活
排
水
処
理
基
本
計
画（
案
）

の
策
定
支
援
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
集
計
・
分
析
、
審
議
会
運

営
支
援
、
市
民
意
見
公
募
実
施
支

援
な
ど

申
窓
口
、
郵
送

※
募
集
要
項
は
生
活
環
境
課
、
市

で
入
手
可

限
5
月
13
日（
金
）消
印
有
効

先 

問
生
活
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ

ク
ル
係

東京南農業協同組合
から寄付金が
贈呈されました

　東京南農業協同組合小林和男代
表理事組合長から、市の都市農業
振興支援を目的として、３月23
日に寄付金が贈呈されました。こ
の寄付金を都市農業振興のために
有効活用します。
問経済課農政係

端午の節句
鯉のぼり掲揚

日4月23日（土）～5月7日（土）
場上谷戸親水公園
※公共交通機関でお越しください。

不要になった鯉のぼりを募集しま
す
　鯉のぼりを寄付いただける方は
掲揚期間中にご連絡ください。
問上谷戸緑地体験学習館水車の会　
☎331－7112

日野・多摩・稲城地区BBS会
BBS会員を募集しています

　日野・多摩・稲城地区保護司会では、若者を中心に活動するボランティ
アグループ「BBS会」の発足を目指し、新規会員を募集します。
対18歳～30歳くらいの方
申電話、メール
先問日野・多摩・稲城地区保護司会事務所（サポートセンター百草台）　☎042
－593－0950　 vpocentormog@true.ocn.ne.jp

BBSとは
　BBSはBig Brothers and 
Sisters Movementの略称で、
少年少女達の兄や姉のような存
在として、一緒に悩み・学び・
楽しむボランティア活動です。
日本全国で300以上の地区BBS
会が活動しています。

こんな活動してみませんか？
○様々な悩みを抱えている子ど
も達と「友だち」付き合いで手助
け
○勉強・スポーツ・趣味など得
意分野で子ども達と一緒に活動
○様々な社会奉仕活動や「社会
を明るくする運動」に子ども達
と参加

や
め
ま
し
ょ
う

鳩
や
鯉
へ
の
エ
サ
や
り

　
鳩
や
鯉
な
ど
の
野
生
生
物
に
、

公
園
や
川
で
エ
サ
を
与
え
る
こ
と

は
、
生
き
物
へ
の
優
し
さ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
過
剰
な
繁
殖
に
よ
る

生
態
系
の
破
壊
や
、
近
隣
に
鳴
き

声
や
フ
ン
の
被
害
を
招
き
ま
す
。

野
生
生
物
保
護
の
た
め
、
餌
付
け

は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

や
め
ま
し
ょ
う

マ
ス
ク
の
ポ
イ
捨
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
マ
ス
ク
の
ポ
イ

市
内
農
産
物
栽
培
の

病
害
虫
対
策

　
市
で
は
、
農
薬
の
飛
散
を
抑
え

る
防
薬
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
設
置
促
進

や
、
農
薬
散
布
を
周
知
す
る
の
ぼ

り
旗
の
掲
揚
の
徹
底
な
ど
、
周
辺

環
境
と
共
生
で
き
る
農
業
の
推
進

確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
経
済
課
農
政
係
、
JA
東
京
み
な

み
稲
城
支
店
指
導
経
済
課　

☎

377
・ 

6 

0 

0 

2

を
希
望
す
る
場
合
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

対
世
帯
主
が
65
歳
〜
74
歳
で
、
次

の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

〇
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者

〇
世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
が
65

歳
以
上

〇
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
る
年

金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
額
の
2
分
の
1

を
超
え
な
い

申
窓
口

限
5
月
31
日（
火
）

先 

問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係

▲発見されたマスクのポイ捨て

捨
て
が
増
加
し
て
い
ま
す
。「
稲

城
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
市
民

条
例
」で
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
防

止
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
マ
ス
ク

の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

稲
城
市
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
推
進
住
宅
設
備
等

導
入
費
補
助
金

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、

自
家
消
費
を
目
的
と
し
て
創
エ
ネ・

省
エ
ネ
機
器
を
導
入
し
た
方
に
補

助
を
行
い
ま
す
。補
助
対
象
機
器・

金
額
、
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は

11
月
ご
ろ
に
、
広
報
い
な
ぎ
・
市

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
令
和
4
年
度
中
に
市
内
の
住
宅

な
ど
に
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器
を

導
入
し
た
個
人
ま
た
は
管
理
組
合

▽
申
請
期
間　
令
和
5
年
1
月
〜

（
予
定
）

問
緑
と
環
境
課
環
境
政
策
係

BBS会員を募集しています

高齢・障害がある在日外国人の
福祉給付金

　詳細は市 をご覧いただくか、お問い合わせください。
対昭和61年3月31日以前から引き続き日本に居住し、市内在住で公的年金の受
給要件は満たさないが、次のいずれかに該当する外国人など
○ 大正15年4月１日以前に生まれた
○昭和37年1月1日以前に生まれ、昭和57年1月1日以前に中度以上の障害者で
あった
○昭和22年1月1日以前に生まれ、昭和57年1月1日～昭和61年3月31日までに
中度以上の障害者となった
※他の自治体から同様の給付を受けている方、生活保護を受けている方、市に住
民登録した日から1年未満の方、施設入所者などは対象外
▷支給額　月額1万円
問生活福祉課地域福祉係

▲のぼり旗で周知

（2）4・4・15 （2）

費費用（記載のない場合は無料）　申申込方法（記載のない場合は不要）　限申込期限　先申込先　主主催　共共催　問問い合わせ



4・4・15（3）

凡例▶ 対対象（記載のない場合はどなたでも）　日期日　時時間　場会場　定定員（記載のない場合は定員なし）　内内容　講講師　持持ち物　

対
象
者
を
拡
大

令
和
3
年
度
子
育
て
世
帯

 

臨
時
特
別
給
付
金

　
令
和
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

新
生
児
を
令
和
3
年
度
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象

児
童
に
加
え
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
課
で
新
生
児
の
児

童
手
当
の
手
続
き
を
し
て
い
る
方

は
、
申
請
不
要
で
す
。
所
得
制
限

な
ど
の
給
付
要
件
を
満
た
す
方
へ
、

後
日
、
児
童
手
当
の
受
給
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。
な
お
、
公
務
員

の
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

限
4
月
28
日（
木
）必
着

先
問
子
育
て
給
付
金
事
務
局（
子

育
て
支
援
課
）（
平
日
午
前
9
時

~

午
後
5
時
）

参
加
者
募
集

 

子
育
て
力
向
上
講
座

　
ほ
め
方
の
コ
ツ
・
子
ど
も
へ
の

接
し
方
な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

対
市
内
在
住
で
小
学
校
1~

3
年

生
の
保
護
者

※
全
回
参
加
で
き
る
方
、
初
め
て

の
方
を
優
先

日
5
月
19
日~

7
月
14
日
の
木
曜

日（
全
9
回
）

時
午
前
10
時~
11
時
30
分

場
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
東

長
沼
2 

1 

1 

5
の
2　
3
階
）

定
6
人（
申
込
先
着
順
）

※
き
ょ
う
だ
い
の
保
育
有
り（
原

則
1
歳
半
以
上
の
未
就
園
児
に
限

る
）

申
電
話〔
4
月
18
日（
月
）午
前
9

時~

〕
先
問
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

向
陽
台
分
室　
☎
370
・
0 

1 

0 

6

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

産
後
ケ
ア
事
業

　
「
出
産
後
、
自
宅
に
帰
っ
て
も

手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
て

不
安
」「
出
産
や
育
児
の
疲
れ
か

ら
体
調
が
優
れ
な
い
」「
赤
ち
ゃ

ん
の
育
児
や
授
乳
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
」と
い
う
方
に
、
産
後
ケ

ア
事
業（
宿
泊
型
）を
実
施
し
て
い

ま
す
。
助
産
師
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
育
児
方
法
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
産
後
の
体
調
不
良
や
育
児
不
安

が
あ
る
母
親
と
産
後
4
カ
月
未
満

の
乳
児（
お
お
む
ね
7 

0 

0 

0 

g

未
満
の
子
、多
胎
児
は
2
人
ま
で
）

日
1
回
の
出
産
に
つ
き
合
計
7
日

間（
6
泊
7
日
ま
で
可
）

場
市
立
病
院
、い
な
だ
助
産
院（
川

崎
市
多
摩
区
菅
稲
田
堤
3
の
4
の

1
）

費
5~

8
千
円（
1
泊
2
日
、
利
用

施
設
に
よ
っ
て
異
な
る
）

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
非
課
税

世
帯
は
別
途
規
定
あ
り

問
お
や
こ
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
378
・
3 

4 

3

 

4
小
学
校
入
学
向
け

 

就
学
相
談
説
明
会

 （
特
別
支
援
教
育
相
談
室
）

　
教
育
上
の
支
援
が
必
要
か
、
ど

の
よ
う
な
支
援
や
指
導
を
受
け
ら

れ
る
か
等
の
不
安
や
疑
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

対
令
和
5
年
度
に
小
学
校
に
入
学

す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

※
中
学
生
向
け
の
就
学
相
談
説
明

会
は
6
月
13
日（
月
）に
予
定
し
て

い
ま
す
。

日
5
月
9
日（
月
）

時
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
ふ
れ
ん
ど
平
尾
体
育
館

持
体
育
館
履
き

申
電
話

先
問
教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教

育
相
談
室　
☎
331
・
7 

3 

0 

2

事
業
計
画
の
縦
覧

　
稲
城
小
田
良
土
地
区
画
整
理
事

業（
組
合
施
行
）の
第
6
回
事
業
計

画
変
更
に
つ
い
て
、
縦
覧
を
行
い

ま
す
。
利
害
関
係
人
は
、
意
見
書

を
東
京
都
知
事
へ
5
月
16
日（
月
）

ま
で
提
出
で
き
ま
す
。

日
4
月
19
日（
火
）〜
5
月
2
日（
月
）

時
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
区
画
整
理
課
窓
口

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
市
役
所

1
階
宿
直
室
前
で
実
施

内
土
地
利
用
計
画
・
事
業
期
間
の

変
更
な
ど

問
区
画
整
理
課
事
業
管
理
係

○
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験=

5

月
18
日（
水
）・
8
月
10
日（
水
）・

11
月
16
日（
水
）・
令
和
5
年
2
月

15
日（
水
）の
午
前
11
時

問
防
災
課
防
災
係　
☎
377
・
7 

1

 

1 

9適
切
な
設
置
・
維
持
管
理

を
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
火

災
を
感
知
す
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
、
日
頃
か
ら
作
動
確

認
や
機
器
清
掃
な
ど
維
持
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

作
動
確
認

　
警
報
器
の
点
検
ボ
タ
ン
や
点
検

用
の
紐
で
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。
音
が
鳴
ら
な
い
・
警
報
音
以

外
の
音
が
鳴
っ
た
場
合
は
、
電
池

や
機
器
本
体
の
交
換
を
し
ま
し
ょ

う
。

機
器
の
清
掃

　
布
な
ど
で
乾
拭
き
し
、
定
期
的

な
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。
警
報
器

に
埃
が
入
る
と
誤
作
動
を
起
こ
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。

機
器
の
交
換

　
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
年
月
が
経
過
し
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
等
で
火
災
を
感
知
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
機
器
本

体
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
製
造
年
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
予
防
課
査
察
指
導
係　
☎
377
・

7 

1 

1 

9

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

 

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）に
よ
る

 

情
報
伝
達
試
験
　
　
　

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害

時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）に
よ
り
国
か
ら
緊

急
情
報
が
送
ら
れ
ま
す
。
そ
の
情

報
を
皆
さ
ん
へ
確
実
に
お
伝
え
す

る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
・
稲
城

市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
緊
急

情
報
の
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
○
定
期
的
な
情
報
伝
達
試
験

=

毎
月
第
4
水
曜
日
の
午
後
2
時

（
5
・
8
・
11
・
2
月
を
除
く
）

ご活用ください
子育て支援サービス

　子ども家庭支援センターでは、子どもと子育て家
庭に関する不安や悩みの相談に応じたり、子育て
サービスを提供しています。どこに相談すればいい
か分からない場合も、ご連絡ください。
問子ども家庭支援センター　☎378－6366
　子ども家庭支援センター向陽台分室　☎370－0106
育児支援ヘルパー
　保護者が体調不良などで家事・育児が困難な場合
にヘルパーを派遣します。
対妊娠中または生後1歳未満（多胎児の場合は2歳未
満）のお子さんを養育する方
費1時間当たり900円（多胎児は500円）
問子ども家庭支援センター向陽台分室　☎370－0106
子どもショートステイ
　保護者が病気や育児疲れ等で一時的に育児が困難
になった場合に、市が委託する施設（送迎有り）や養
育協力家庭で宿泊を伴いながらお子さんを預かりま
す。
対1歳6カ月（養育協力家庭は2歳）～小学6年生のお
子さん
費1泊当たり3,000円（食事代や送迎代などは別途負
担）
問子ども家庭支援センター　☎378－6366
ファミリー・サポート・センタ―
　子育ての援助を受けたい方と支援を行いたい方が
会員となり、地域の中で子育てをする有償の助け合
い活動です。保育園・幼稚園・小学校・学童クラブ
等の前後の預かり、保育施設・学童クラブまでの送
迎などを行います。
対生後4カ月～小学6年生のお子さん
費年会費500円、1時間当たり900円～1,100円（食
事代などは別途負担）

問利用について＝社会福祉協議会　☎378－5551、
利用料補助申請について＝子ども家庭支援センター
向陽台分室　☎370－0106
あそびの広場
　乳幼児とその保護者が一緒に遊べる場所です。保
護者間での交流や、スタッフに子育て相談ができま
す。絵本の読み聞かせやおもちゃ作り等のイベント
もあります。また、各児童館や地域振興プラザ等で
は「出張あそびの広場はぐはぐ」を行っています。
対0歳～未就学のお子さんと保護者
日時場下表参照
問子ども家庭支援センター向陽台分室　☎370－0106

子育てサポーターの日
　子育てサポーターは、親子同士の交流の場を作る
ボランティアです。子育てサポーターと折り紙や手
遊びを楽しみましょう。
対0歳～未就学のお子さんと保護者、出産予定の方
日時場下表参照
問子ども家庭支援センター向陽台分室　☎370－0106
児童虐待の対応窓口
　児童虐待に関する相談や連絡を受け付けていま
す。「虐待かも」と思ったらご連絡ください。
問子ども家庭支援センター　☎378－6366、児童
相談所（24時間受付）　☎189、警察（緊急時）　☎110

あそびの広場・出張あそびの広場はぐはぐ・子育てサポーターの日

会場
あそびの広場・出張あそびの広場はぐはぐ 子育てサポーターの日

期日 時間 期日 時間

子ども家庭支援
センター向陽台
分室

月～金曜日
午前10時～正午、
午後0時30分～2時30分、
午後3時～5時

－ －

土曜日 午前10時～午後0時45分、
午後2時15分～5時 － －

本郷児童館 4月20日（水）・25日（月）、
5月9日（月）・18日（水）・23日（月）

午前9時30分
～11時50分

4月28日（木）、
5月26日（木）

午前10時30分
～11時45分

第二児童館 4月27日（水）、5月11日（水）・25日（水） 5月12日（木）

第三児童館 4月15日（金）・21日（木）、
5月6日（金）・13日（金）・27日（金）

4月20日（水）、
5月18日（水）

第四児童館 4月18日（月）・22日（金）、
5月2日（月）・16日（月）・30日（月）

4月21日（木）、
5月19日（木）

城山児童館 4月28日（木）、5月12日（木）・20日（金） 4月19日（火）、
5月17日（火）

iプラザ 4月19日（火）・26日（火）、
5月17日（火）・24日（火）・31日（火）　 5月10日（火）

地域振興プラザ 5月19日（木）・26日（木） － －

大丸地区会館 5月10日（火） 午前9時30分～11時50分、
午後1時45分～4時30分 － －

※表内下線は、0歳のお子さんと保護者・出産予定の方が対象のベビー＆マタニティの日

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
助
成
制
度
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助

大
地
震
に
備
え
、
耐
震
性
能
の
確
認
・
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
一
部
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
時
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
先
問
ま
ち
づ
く
り
再
生
課
住
所
整
理
・
団
地
再
生
係

▲いざという時
のために備えま
しょう
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No.124

令和4年度予算の概要

子育て・教育・文化

◆主な事業

◆主な普通建設事業
・南山小学校学童クラブ増築工事設計委託
・南山小学校校舎増築工事設計委託
・稲城第二中学校屋上防水及び外壁改修工事設計委託
・城山文化センター空調設備改修事業

種別 事業概要 予算額

新規

医療的ケアが必要な乳幼児を保育する保育所などに経費を補助 2,328万円
稲城第三小学校校舎の老朽化状況を調査し、整備方針を検討 2,041万円
コミュニティ ･スクール（学校運営協議会制度）の導入 83万円
子育て世帯臨時特別給付金を国事業の対象外となる令和4年4
月1日生まれの児童にも給付 50万円

レベル
アップ

学童クラブ受入定員の拡大 4,130万円
向陽台小学校学童クラブの民営化 861万円
産後ケア事業（宿泊型）における実施機関の拡充 297万円

予算額合計 125億2,343万円 予算額合計 90億4,121万円 予算額合計 25億3,010万円 予算額合計 31億3,632万円 予算額合計 39億2,812万円
◆主な事業

◆主な普通建設事業
・ 東長沼自治会館空調設備改修工事補助

種別 事業概要 予算額

新規

申請書類の事務処理におけるＡＩ・
ОＣＲ、ＲＰＡ導入の試行実施 1,056万円
デジタルデバイド対策としてのスマ
ートフォン教室の実施 74万円
農業委員会におけるタブレット端末
導入 45万円
教育委員会におけるタブレット端末
導入 16万円

レベル
アップ

姉妹都市･友好都市との交流促進の
ため、フォスターシティ訪問事業費
の一部補助など

282万円

保健・医療・福祉

◆主な事業

◆主な普通建設事業
・発達支援センター分室整備工事設計委託

種別 事業概要 予算額

新規

ＩｏＴの活用による在宅高齢者見守
り事業の試行実施 842万円

稲城市高齢者福祉計画・稲城市介護
保険事業計画（第９期）の策定 548万円

第四次稲城市保健福祉総合計画（地
域福祉計画）の策定 539万円

レベル
アップ

市内乳幼児施設、学校などに新型コ
ロナウイルス感染症抗原検査キット
を整備

1,662万円

福祉くらしの相談窓口の相談支援員の
増員を継続、就労準備支援事業・家計
改善支援事業の実施

666万円

環境・経済・観光 都市基盤整備・消防・防犯 市民・行政

◆主な事業

◆主な普通建設事業
・稲城中央公園総合体育館２階通路屋根防水改修工事

種別 事業概要 予算額

新規

プラスチック廃棄物の再資源化事業 2,215万円
第三次稲城市環境基本計画の策定 1,289万円
第四次稲城市緑の基本計画の策定 911万円
稲城市産農産物利用飲食店等応援プロジェクトとして、市内飲食店など
で使用する材料費のうち稲城市産の農産物を購入した費用の一部を補助 360万円

観光案内標識の設置、サイクリングマップの作成、新たな稲城市オリジナ
ルキャラクターの着ぐるみの制作など、自転車のまち稲城を推進 309万円

吉方公園改修整備に伴うワークショップ等に関する経費 1万円

レベル
アップ

頑張れ！稲城の事業継続支援金（第４弾） 4,030万円
デジタル商品券事業の実施 3,432万円
公園遊具の更新など 650万円
民有地ナラ枯れ対策事業補助金制度の創設 175万円

◆主な事業

◆主な普通建設事業
・多3･4･12号読売ランド線受託事業
・ⅰバス車両の更新（地域交通事業者支援）
・市道1407号線整備事業
・水難･水防活動車の整備
・可搬式空気充填機の整備
・押立堀排水機場吐出弁等交換工事

種別 事業概要 予算額

新規

稲城市マンション管理適正化推進計
画の策定 878万円

平尾団地の再生に向けた支援 759万円
道路下の空洞調査 446万円

レベル
アップ 消防団員の処遇改善（出動報酬） 268万円

　
令
和
3
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
並
み
に
景
気
が
低
迷
し
市

税
収
入
が
落
ち
込
む
こ
と
が
危

惧
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は「
財

政
危
機
ア
ラ
ー
ト
状
態
」を
宣

言
し
て
緊
縮
型
の
予
算
と
し
、

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の
給

与
を
1
年
間
減
額
す
る
措
置
を

と
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
績
と
し
て
は
市

民
の
所
得
水
準
が
想
定
し
た
ほ

ど
下
落
せ
ず
、
幸
い
に
し
て
影

響
は
軽
微
と
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
状
況
で
財
政
危
機
ア
ラ

ー
ト
は
解
除
し
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
は
終
息
し
て

い
な
い
た
め
、
引
き
続
き
緊
張

感
を
も
っ
て
財
政
運
営
を
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
で
は
、
昨
年
実

施
し
た
裁
量
的
経
費
に
関
す
る

5
％
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ

を
見
送
り
、
次
の
三
点
を
基
本

に
予
算
編
成
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
第
一
に
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
市

民
の
生
命
・
生
活
を
守
る
と
と

も
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
中
で

行
政
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
、

第
二
に
第
五
次
稲
城
市
長
期
総

合
計
画
の
基
本
構
想
に
定
め
る

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
す

る
こ
と
、
第
三
に
市
民
の
安
全

を
最
優
先
と
し
た
防
災
減
災
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　
3
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

市
議
会
定
例
会
で
予
算
が
可
決

成
立
し
ま
し
た
の
で
概
要
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算

の
額
は
360
億
6 

7 

0 

0
万
円
、

過
去
3
番
目
の
予
算
規
模
で
、

対
前
年
度
1.3
％
、
4
億
5 

8 

0  

0
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
44.6
％
を
占
め
る
市
税

は
、
納
税
義
務
者
数
及
び
新
増

築
家
屋
の
増
に
よ
り
7.4
％
増
、

総
額
で
160
億
円
を
超
え
、
地
方

交
付
税
は
算
定
単
位
の
一
部
が

令
和
2
年
国
勢
調
査
の
数
値
と

な
る
こ
と
に
よ
り
17
％
、
約
1

億
2 

7 

0 

0
万
円
の
増
、
一
般

財
源
総
額
と
し
て
は
7.3
％
、
約

13
億
6 

2 

0 

0
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
障
害
児
通
所
給

付
費
・
民
間
保
育
所
等
運
営
委

託
料
・
生
活
保
護
費
・
障
害
介

護
給
付
費
・
民
間
学
童
ク
ラ
ブ

運
営
委
託
料
等
の
扶
助
費
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
係

費
等
の
物
件
費
、再
任
用
職
員・

会
計
年
度
任
用
職
員
等
の
人
件

費
の
増
分
が
、
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
等
へ
の
繰
出
金
、

各
種
の
補
助
費
、
普
通
建
設
事

業
費
の
減
分
を
上
回
り
、
全
体

と
し
て
は
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
の
主
な
工
事
は
、
多

3
・
4
・
12
号
読
売
ラ
ン
ド
線

改
良
、
押
立
堀
排
水
機
場
吐
出

弁
等
交
換
工
事
、
城
山
文
化
セ

ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修
工
事
な

ど
で
、
関
連
経
費
は
合
計
約

7
億
8 

5 

0 

0
万
円
と
な
り
ま

す
が
、
大
規
模
な
工
事
案
件
が

な
い
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き

投
資
的
経
費
が
少
な
く
、
財
源

と
し
て
の
市
債（
借
金
）も
大
幅

に
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
政
策
課
題
ご
と
の
特
徴

的
な
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
関
連　

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
礎
的

な
操
作
と
行
政
手
続
き
を
習
得

す
る
市
民
向
け
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
市

民
か
ら
の
申
請
の
事
務
処
理
で

は
Ａ
Ｉ
・
Ｏ
Ｃ
Ｒ
及
び
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
技
術
を
導
入
し
自
動
化
・
効

率
化
を
目
指
し
ま
す
。
教
育
委

員
会
・
農
業
委
員
会
の
委
員
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与
し
、

業
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
同

時
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
実
施
に
備

え
ま
す
。

子
育
て
支
援
関
連

　
学
童
ク
ラ
ブ
の
需
要
増
に
対

し
緊
急
対
策
と
し
て
７
カ
所
で

受
入
定
員
を
拡
大
し
、
利
用
者

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
向
陽
台
小
学
校
学
童
ク
ラ

ブ
を
民
営
化
し
、
南
山
小
学
校

学
童
ク
ラ
ブ
の
受
入
定
員
を
拡

大
す
る
た
め
増
築
工
事
の
設
計

に
着
手
し
ま
す
。
保
育
所
に
つ

い
て
は
、
感
染
症
な
ど
で
休
所

し
た
場
合
に
保
育
料
の
日
割
り

計
算
に
対
応
で
き
る
よ
う
保
育

シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
、
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
な
乳
幼
児
を

受
け
入
れ
る
園
に
看
護
師
等
を

配
置
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

高
齢
者
支
援
関
連

　
人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
点
灯

消
灯
の
状
況
を
通
知
す
る
Ｉ
ｏ

Ｔ
電
球
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
を
利
用
し
た
見
守
り
セ
ン
サ

ー
の
貸
与
事
業
を
試
行
し
、
在

宅
高
齢
者
の
見
守
り
を
補
完
し

ま
す
。
令
和
6~

8
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
稲
城
市
高
齢
者

福
祉
計
画
及
び
稲
城
市
介
護
保

険
事
業
計
画（
第
9
期
）を
令
和

4~

5
年
度
で
一
体
的
に
策
定

し
ま
す
。

障
害
者
支
援
関
連

　
相
談
ケ
ー
ス
の
増
加
に
対
応

し
て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
レ
ス

ポ
ー
い
な
ぎ
の
分
室
を
整
備
し
、

療
育
活
動
を
行
う
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
併
せ
持
つ

施
設
と
す
る
た
め
、
旧
第
四
保

育
園
の
改
修
工
事
の
設
計
を
行

い
ま
す
。
こ
の
施
設
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
に
重
症
心
身
障
害
児
の

通
所
施
設
を
誘
致
す
る
こ
と
も

検
討
し
ま
す
。

福
祉
相
談
・
経
済
的
支
援
関
連

　
福
祉
く
ら
し
の
相
談
窓
口
の

相
談
員
増
員
体
制
を
維
持
し
、

自
立
相
談
支
援
事
業
と
併
せ
て

就
労
準
備
支
援
事
業
・
家
計
改

善
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
関
連

　
市
独
自
の
先
駆
的
取
組
み
で

あ
る
地
域
教
育
懇
談
会
の
枠
組

み
を
維
持
し
つ
つ
新
た
に
学
校

運
営
協
議
会
を
整
備
し
、
全
小

中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
へ
移
行
し
ま
す
。
小
学

校
の
体
育
と
外
国
語
活
動
に
お

い
て
高
度
な
専
門
性
を
有
す
る

外
部
人
材
を
活
用
し
ま
す
。
児

童
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、
第
四

小
学
校
・
平
尾
小
学
校
・
南
山

小
学
校
に
お
い
て
多
目
的
室
な

ど
を
普
通
教
室
に
転
用
す
る
改

修
工
事
を
実
施
し
、
南
山
小
学

校
は
増
築
工
事
の
設
計
も
実
施

し
ま
す
。
第
二
中
学
校
に
つ
い

て
は
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
屋

上
防
水
・
外
壁
の
改
修
工
事
の

設
計
を
行
い
ま
す
。
学
校
給
食

共
同
調
理
場
に
関
し
て
は
、
新

調
理
場
の
Ⅱ
期
工
事
の
た
め
用

地
取
得
を
行
う
と
と
も
に
、
旧

調
理
場
の
跡
地
有
効
活
用
の
た

め
区
画
の
整
理
を
行
い
ま
す
。

防
災
・
減
災
関
連

　
道
路
の
陥
没
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
道
路
下
の
空
洞
調
査
を
実

施
し
、
押
立
堀
排
水
機
場
の
吐

出
弁
等
を
交
換
し
て
内
水
氾
濫

防
止
に
備
え
、
水
難
水
防
活
動

車（
ク
レ
ー
ン
付
き
ト
ラ
ッ
ク
）

を
配
備
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連

　
市
内
産
農
産
物
を
使
用
す
る

市
内
飲
食
店
を
支
援
す
る
た
め

食
材
購
入
費
用
を
補
助
し
ま

す
。
市
内
経
済
活
性
化
の
た
め

紙
の
商
品
券
と
併
用
し
て
デ
ジ

タ
ル
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

売
上
が
減
少
し
て
い
る
市
内
事

業
者
に
対
し
て
事
業
継
続
支
援

金（
第
4
弾
）を
支
給
し
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
中
学
校
・

学
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
子
ど
も

教
室
等
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
配
備
し
ま
す
。

利
用
者
の
減
少
で
経
営
環
境
が

悪
化
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通

事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
ｉ
バ

ス
車
両
2
台
を
更
新
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出
関
連

　
東
京
2 

0 

2 

0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
タ
ー
ト
地

点
に
観
光
案
内
標
識
を
設
置
し
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
着
ぐ
る
み
を
制
作
し
ま

す
。
海
外
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ

ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
訪
問
事
業
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
、
姉
妹

都
市
・
友
好
都
市
へ
の
道
標
を

市
役
所
敷
地
内
に
設
置
し
ま
す
。

　
本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

も
3
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
12
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
す
る
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
5
〜
11
歳
向
け
の
小
児

用
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
対
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
、
感
染
症
を

克
服
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算

　令和4年度当初予算が、2月24日から開かれた市議会
第1回定例会で可決成立しました（下記参照）。
　令和4年度の予算は、次の3点を基本に取り組みます。
問財政課財政係

令和４年度会計別予算

一般会計予算内訳

令和4年度の主な事業（レベルアップ事業の予算額は影響額）

※下水道事業会計と病院事業会計の予算額は歳出予算額です。
※市 に一般会計・特別会計・企業会計の予算書を掲載しています。

※歳入の不足を補うため、財政調整基金や緑化推進基金からの繰入金を計上

① 新型コロナから、市民の生命・生活を守っていくとともに、ウィズコロナ・アフターコロナを見据え取り組む
② 第五次稲城市長期総合計画基本構想に定める将来都市像の実現に向け、基本計画に掲げる各種施策の取り組み
を進め、持続可能な行財政運営に努める
③市民の安全を最優先に、引き続き、防災・減災対策に計画的に取り組む

区　分 令和４年度予算額 令和３年度予算額 増減額 増減率 

一般会計 360億6,700万円 356億   900万円 4億5,800万円 1.3％

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国民健康保険事業特別会計 78億   696万円 74億7,961万円 3億2,735万円 4.4％

土地区画整理事業特別会計 25億4,771万円  25億7,751万円 △2,980万円 △1.2％

介 護 保 険 特 別 会 計 55億5,832万円 53億2,822万円 2億3,010万円 4.3％

後期高齢者医療特別会計  19億5,351万円 18億   726万円 1億4,625万円 8.1％

下 水 道 事 業 会 計  28億2,330万円 29億6,225万円 △1億3,895万円 △4.7％

病 院 事 業 会 計 89億6,986万円 83億5,386万円 6億1,600万円 7.4％

合    計 657億2,666万円 641億1,771万円 16億   895万円 2.5％

歳出当初予算額　360億6,700万円（一般会計）歳入当初予算額　360億6,700万円（一般会計）

歳入 歳出
民生費
170億273万円
（47.2%）

その他
4億3,693万円（1.2%）

消防費
11億2,136万円（3.1%）

商工費
3億9,405万円（1.1%） 

公債費
20億1,358万円（5.6%）

土木費
36億8,622万円（10.2%）

衛生費
33億6,681万円（9.3%）

総務費
34億139万円
（9.4%）

教育費
46億4,393万円（12.9%）

市税
160億8,764万円
（44.6%）

その他
 18億9,592万円（5.3%）                

市債
4億7,734万円（1.3%）

地方消費税交付金
18億7,030万円（5.2%）

使用料及び手数料
7億566万円（2.0%）

繰入金（※）
8億2,989万円（2.3%） 

諸収入
10億4,054万円（2.9%）

地方交付税
8億7,477万円（2.4%）

都支出金
59億2,633万円（16.4%） 

国庫支出金　 
63億5,861万円（17.6%）

▲稲城市オリジナルキャラクター ▲福祉くらしの相談窓口 ▲向陽台小学校学童クラブ

【用語解説】

▶一般会計とは
　市民サービスの提供を始めとする、市政運
営の基本的な経費を計上している会計です（内
訳は下記グラフ参照）。

▶特別会計・企業会計とは
　一般会計から区分して収支を個別に経理す
る会計です。特別会計・企業会計の運営は、
国民健康保険税や下水道料金など特定の事業
収入で賄いますが、不足分の補てんや法令に
基づく負担分などには一般会計からの繰出金
などが充てられます。



（6）4・4・15 （6）

費費用（記載のない場合は無料）　申申込方法（記載のない場合は不要）　限申込期限　先申込先　主主催　共共催　問問い合わせ

ヘルスメーター

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

�

ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

�

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
こ
れ
ま
で
、国
の
勧
告
に
従
い
、

接
種
事
業
を
控
え
て
い
ま
し
た
が
、

4
月
1
日
よ
り
、
積
極
的
勧
奨
へ

切
り
替
わ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
対

象
の
方
へ
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

対
小
学
6
年
〜
高
校
1
年
相
当
の

女
性

※
中
学
１
年
と
高
校
1
年
相
当
の

女
性
に
、
4
月
中
に
通
知
を
送
付

し
ま
す
。
対
象
で
通
知
が
届
か
な

い
方
も
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

に
接
種
を
受
け
る
場
合

○
以
前
に
抗
体
検
査
を
受
け
て
い

る
等
、
低
抗
体
価
で
あ
る
と
確
認

で
き
る
場
合

▽
回
数　
1
回

持
身
分
証
明
書（
保
険
証
な
ど
）、

抗
体
検
査
の
結
果
が
分
か
る
物（
母

子
健
康
手
帳
な
ど
）

▽
接
種
方
法　
市
内
指
定
医
療
機

関（
右
表
参
照
）に
予
約
し
、
接
種

費
麻
し
ん
・
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）=

4 

千

円
、
風
し
ん=
3
千
円

※
生
活
保
護
受
給
の
方
な
ど
は
全

額
公
費
負
担（
要
各
証
明
書
）

▽
受
診
期
限　
令
和
5
年
3
月
31

日問
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
378
・
3‌
4

2‌

1

定
100
人〔
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
は
6
月
8
日（
水
）ご

ろ
に
郵
送
で
通
知
〕

内
超
音
波
に
よ
る
骨
量
測
定
、
必

要
と
認
め
ら
れ
た
方
は
管
理
栄
養

士
に
よ
る
個
別
の
栄
養
相
談

申
は
が
き
、
封
書
、
窓
口
、
東
京

共
同
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス（
下
記

QR
コ
ー
ド
参
照
）

限
5
月
16
日（
月
）必
着

場
先
問
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
378
・

3 

4‌

2‌

1（
〒
206･

0‌

8‌

0‌

4
稲
城

市
百
村
112
の
1
）

骨粗しょう症検診希望
6 月 18 日（土）
1　氏名
2　生年月日（年齢）
3　住所
4　電話番号

▲記入例

和
3
年
度
治
療
開
始
、
令
和
4
年

度
治
療
終
了
と
い
っ
た
、
年
度
を

ま
た
ぐ
1
回
の
治
療
が
対
象（
夫
婦

1
組
に
つ
き
1
回
ま
で
）

▽
助
成
金
額

　
東
京
都
で
承
認
決
定
さ
れ
た
特

定
不
妊
治
療
の
治
療
費
か
ら
、
東

京
都
の
助
成
額
を
差
し
引
い
た
金

額※
１
回
の
治
療
に
つ
き
上
限
3
万

円申
窓
口
、
郵
送

▽
申
請
か
ら
交
付
の
流
れ

①
東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

の
申
請
、
東
京
都
か
ら
決
定
通
知

の
交
付

②
稲
城
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

の
申
請

▽
接
種
方
法　
市
内
の
指
定
医
療

機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
378
・
3 

4

2 

1女
性
限
定

骨
粗
し
ょ
う
症

�

予
防
検
診（
無
料
）

　
自
分
の
骨
量
を
知
り
、
骨
粗
し

ょ
う
症
の
予
防
に
役
立
て
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
市
内
在
住
で
、
令
和
4
年
4
月

2
日
か
ら
令
和
5
年
4
月
1
日
の

間
に
30
・
35
・
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
女
性

※
既
に
骨
粗
し
ょ
う
症
と
診
断
さ

れ
た
方
・
経
過
観
察
中
の
方
を
除

く
。

日
6
月
18
日（
土
）

時
午
前
9
時
〜
正
午

特
定
不
妊
治
療
費

�

助
成
制
度

　
市
で
は
令
和
3
年
度
中
に
行
っ

た
特
定
不
妊
治
療（
体
外
受
精
及

び
顕
微
授
精
）費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
本
人
と
配
偶
者
が
、
特
定
不
妊

治
療
開
始
時
か
ら
当
該
助
成
申
請

時
ま
で
引
き
続
き
市
内
に
在
住
し

て
い
る

○
同
一
の
特
定
不
妊
治
療
に
関
し

て
他
の
区
市
町
村
な
ど
か
ら
同
種

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

※
令
和
4
年
度
内
に
治
療
を
終
了

し
た
方
も
申
請
可
。
た
だ
し
、
令

風
し
ん
抗
体
検
査
と

�

予
防
接
種
費
用
の
助
成

　
免
疫
を
持
た
な
い
女
性
が
妊
娠

中（
特
に
妊
娠
初
期
）に
感
染
す
る

と
、
胎
児
が
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

検
査・予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
抗
体
検
査

対
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
19
歳
以
上
の
方

○
妊
娠
を
予
定・希
望
す
る
女
性
、

そ
の
同
居
者

○
妊
婦
の
同
居
者

※
過
去
に
2
回
以
上
の
風
し
ん
を

含
む
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受

け
た
方
や
、
抗
体
検
査
を
受
け
て

抗
体
保
有
が
十
分
で
な
い
こ
と
が

確
認
で
き
る
方
を
除
く
。

▽
回
数　
1
回

持
身
分
証
明
書（
保
険
証
な
ど
）

▽
受
診
方
法　
市
内
指
定
医
療
機

関（
下
表
参
照
）に
予
約
し
、
検
査

▽
受
診
期
限　
令
和
5
年
2
月
28

日予
防
接
種

対
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
か
つ
接
種
条
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
19
歳
以
上
の

方○
妊
娠
を
予
定・希
望
す
る
女
性
、

そ
の
同
居
者

○
妊
婦
の
同
居
者

※
妊
婦
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
2
カ
月
間
は
妊
娠
を

避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
国
に
よ
る
風
し
ん
追
加
対
策
対

象
者（
昭
和
37
年
4
月
2
日
〜
昭
和

54
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）は

除
く
。

▽
接
種
条
件

○
市
が
実
施
す
る
風
し
ん
抗
体
検

査
で
、
低
抗
体
価
で
あ
る
と
判
明

し
た
場
合

○
妊
婦
健
康
診
査
で
低
抗
体
価
で

あ
っ
た
女
性
が
出
産
後
、
速
や
か

③
稲
城
市
か
ら
決
定
通
知
交
付

④
助
成
金
の
交
付

▽
申
請
期
間

　
東
京
都
で
承
認
決
定
さ
れ
た
日

が
属
す
る
年
度
内

先
問
お
や
こ
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）（
〒
206･ 

0‌

8 

0‌

4
稲
城
市
百
村
112
の
１
）　

☎

378
・‌

3‌

4‌

3‌

4

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
心
の
状

態
を
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す

(

左
記
QR
コ
ー
ド
参
照)

。

※
利
用
料
無
料（
通
信
費
は
自
己

負
担
）

問
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
378
・ 

3 

4 

2 

1

診療時間＝午前9時から午後5時（受付時間は各医療機関にお問い合わせください）
問 保健センター　☎378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　☎377-7119） 

場先問 おやこ包括支援センター（保健センター内）　☎378－3434
保健センター（離乳食調理講習会のみ）　☎378－3421

指定医療機関一覧

4月15日～ 5月1日の休日急病診療所・休日薬局

5月の乳幼児健診事業

日程 医療機関 薬局

4月17日（日） もりや脳神経クリニック（平尾）
☎350－3885

丘の上薬局（東長沼）
☎378－3388

4月24日（日） 長峰クリニック（長峰）
☎350－7171

サンリ薬局長峰店（長峰）
☎350－3577

4月29日（金・祝） 簡野クリニック（平尾）
☎331－8570

さくら薬局稲城平尾店（平尾）
☎331－2796

5月1日（日） あべ内科クリニック（東長沼）
☎379－4870

稲城駅前薬局（東長沼）
☎370－8370

医療機関名 電話番号 地区
谷平医院 377－6433

 矢野口
やのくち小児科
アレルギー科 370－7707

こせき内科クリニック 377－0035
かじわら内科・泌尿器科

クリニック 370－8770

菜の花クリニック 313－9272

 東長沼

東長沼クリニック 379－4851

稲城腎・内科クリニック 370－7611

立花こどもクリニック 378－7277

あべ内科クリニック 379－4870

なかお内科クリニック 401－5836

稲城診療所 377－6128

 大　丸
市立病院 健診センター 377－1421

いしがき医院 401－3733
稲城癒しの森内科

クリニック 379－8880

稲城わかばクリニック 370－0530

百　村いなぎ駅前クリニック 378－1570

栄耳鼻咽喉科クリニック 370－7363

簡野クリニック 331－8570

 平　尾高クリニック 331－8201

平尾内科クリニック 331－8221

桜井医院 378－3224  押　立

長峰クリニック 350－7171  長　峰

若葉台クリニック 350－6075

 若葉台ベリエの丘クリニック 350－7350

もりこどもクリニック 350－6977

事業名 対象 実施日 締切日
妊婦歯科健康診査 妊娠安定期に入った方

5月6日（金） 5月2日（月）母子健康相談
（母乳・栄養・育児の個別相談） 未就学児と保護者、妊婦

ふたごの会 多胎出生の乳幼児と保護者、
妊婦 5月10日（火） 5月9日（月）

２歳児・2歳6カ月児
歯科健康診査

（先着24人）
令和2年4月、令和元年10月
生まれ 5月11日（水） ５月10日（火）

離乳食調理講習会
（先着20人）

第１子の保護者
（令和3年12月生まれ） 5月16日（月） 5月9日（月）

低出生体重児
（2,500ｇ未満）の
１歳児健康診査

令和3年4月・5月生まれで、
病院で経過観察を受けていな
いお子さん

5月25日（水） 5月24日（火）

帯
た い

状
じょう

疱
ほ う

疹
し ん

ワクチンについて
　帯状疱疹は、子どもの時に感染する水ぼうそ
うのウイルスが原因で起こり、治った後も、ウ
イルスは体内に潜伏していて、過労やストレス
などで免疫力が低下すると、ウイルスが再び活
性化し発症します。症状としては、体の神経に
沿って、痛みを伴う赤い斑点と水ぶくれが多数
集まって帯状に生じます。
　通常、皮膚症状に先行して痛みが生じ、その
後皮膚症状が現れると、刺すような痛みとなり、
夜も眠れないほど激しい場合があります。皮膚
症状が治ると痛みも消えますが、神経の損傷に
よってその後も痛みが続くことがあります。通
常、50歳代から発症率が高くなるといわれてい
ます。帯状疱疹にならないためには、食事のバ
ランスに気をつけ、睡眠を十分にとるなど、日
頃から体調管理を心がけることやワクチンを接
種することによって予防することができます。
　帯状疱疹ワクチンには２種類あり具体的には
弱毒化生ワクチンの「ビケン」か、不活化ワクチ
ンの「シングリックス」があります。それぞれの
特徴として、ビケンの方がコストを抑えること
ができ、接種回数も少ないです。また、予防効
果や帯状疱疹後神経痛についてはシングリック
スの方が上回ります。副反応についてはシング
リックスの方が打った部分の痛みや腫れが強い
と言われています。ワクチンを接種することで、
発症率を下げ、重症化を防ぎ、帯状疱疹後神経
痛を予防する効果が期待できますので50歳以
上の方は予防接種を受けることをお勧めします。

稲城医師会　関根　秀明



凡例▶ 対対象（記載のない場合はどなたでも）　日期日　時時間　場会場　定定員（記載のない場合は定員なし）　内内容　講講師　持持ち物　

（7） 4・4・15（7）

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た

市
内
の
飲
食
店
な
ど
の
支
援
と
、

稲
城
市
産
農
産
物
の
魅
力
発
信
・

消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

市
内
の
飲
食
店
な
ど
が
利
用
す
る

材
料
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
済
み

で
、
稲
城
市
産
の
農
産
物
を
利
用

し
て
飲
食
の
提
供
や
商
品
の
販
売

を
行
う
事
業
者

▽
補
助
対
象　
市
内
の
飲
食
店
な

ど
が
利
用
す
る
材
料
費
の
う
ち
、

稲
城
市
産
の
農
産
物
を
JA
東
京
み

な
み
や
市
内
農
業
者
な
ど
か
ら
購

入
し
た
費
用
の
一
部

▽
補
助
率　
5
分
の
4

　
地
域
の
中
で
誰
も
が
気
軽
に
集

え
る
場「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」の
活
動
に
対
し
、
立
ち
上

げ
・
運
営
相
談
・
活
動
費
の
助
成

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
支
援
を
受
け
る
に
は
、
年

度
ご
と
に
登
録
が
必
要
で
す
。
令

和
4
年
度
は
5
月
6
日（
金
）か
ら

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳

細
は「
社
会
福
祉
協
議
会
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係　

☎
378
・
3 

8 

0 

0

▽
営
業
日
　
毎
週
月
・
火
・
水
・

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

時
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
問
あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ　

☎
377
・ 

6 

5 

4 

6

日
5
月
4
日（
水
・
祝
）・
5
日（
木
・

祝
）

時
午
前
10
時~

午
後
5
時（
5
日
は

午
後
3
時
30
分
ま
で
）

場
城
山
公
園
及
び
周
辺

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

内
◯
多
芸
・
多
彩
の
ス
テ
ー
ジ

◯
飲
食
売
店

◯
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◯
野
菜
販
売

◯
市
民
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
等

　
7
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議

院
議
員
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
者
に
は
、
選
挙

期
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

面
談
の
う
え
決
定

対
市
内
在
住
で
選
挙
権
を
有
す
る

　
市
が
信
用
保
証
料
と
利
子
の
一

部
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
有
利
に

借
り
入
れ
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は

市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
運
転
・
設
備
資
金
、
緊
急
運
転

資
金
、
開
業
資
金
を
現
在
必
要
と

し
て
い
る
市
内
中
小
企
業
者

申
郵
送

限
予
定
額
に
達
し
次
第
終
了

先
問
経
済
課
商
工
係

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る

市
内
事
業
者
に
支
援
金
を
支
給
し

ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
次
の
全
て
を
満
た
す
方

○
市
内
で
1
年
以
上
事
業
を
営
ん

　
JR
南
武
線
・
京
王
相
模
原
線
の

市
内
6
駅
周
辺
地
域
に
新
規
出
店

す
る
創
業
者
に
出
店
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
市

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
3
年
を
超
え
て
継
続
し
て
営
業

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
小
売
業・

飲
食
業
な
ど
で
、
駅
周
辺
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
店
舗

▽
補
助
率　
実
際
に
要
し
た
補
助

対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内（
50
万

円
限
度
）

申
郵
送

▽
申
請
期
間

○
特
定
創
業
支
援
等
事
業
を
受
け

て
い
る
方=

4
月
1
日~

令
和
5

年
3
月
31
日

○
右
記
以
外
の
方=

9
月
1
日（
木
）

~

10
月
31
日（
月
）

先
問
経
済
課
商
工
係

4月1日～ 7月31日は
不正大麻・けし
撲滅運動期間

受
付
を
開
始
し
ま
す

頑
張
れ
！
稲
城
の

事
業
継
続
支
援
金

 

（
第
４
弾
）

受
付
を
開
始
し
ま
す

小
口
事
業
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

5
月
2
日（
月
）ま
で

家
内
労
働
の

     

委
託
状
況
届

募
集
し
ま
す

児
童
館
・

学
童
ク
ラ
ブ

　

  

運
営
事
業
者

募
集
し
ま
す

18
歳
〜
29
歳
の

      

投
票
立
会
人

材
料
費
を
支
援
し
ま
す

稲
城
市
産
農
産
物

利
用
飲
食
店
等

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
補
助
し
ま
す

新
規
出
店
費
用

　阿片の原料となるけしやマリファナの
原料となる大麻草は、法律で所持や栽培
が禁止されています。都では、大麻・け
しについて、正しい知識を広めると共に、
不正栽培や自生の大麻・けしの撲滅を図
ることで、大麻・けしに係る犯罪を根絶
するための運動を行っています。
　また、市では東京都薬物乱用防止推進
稲城市協議会の指導員と、不正栽培や自
生の大麻・けしを発見し、除去するため
の広報活動を行っています。詳細は「東
京都福祉保健局」 をご覧ください。
問保健センター　☎378－3421

支
援
し
ま
す

地
域
の
居
場
所
づ
く
り

活
動

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ

新
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す

開
催
し
ま
す

稲
城
手
づ
く
り

市
民
ま
つ
り
２
０
２
２ 

社
会
福
祉
協
議
会

商
　
　
工
　
　
会

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

 

セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ

▽
後
援　
稲
城
市
、
稲
城
市
教
育

委
員
会
、
稲
城
市
社
会
福
祉
協
議

会▽
協
力　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
い
な
ぎ

主
問
稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り

実
行
委
員
会（
須
田
）　
☎
090
・
4

 

0 

0 

7 

・ 

8 

6 

3 

5

▽
手
続
き
の
流
れ

①
申
込
書
を
提
出（
申
込
書
は
市

で
入
手
可
）

②
12
月
31
日
ま
で
に
稲
城
市
産
の

農
産
物
を
購
入
す
る（
稲
城
市
産
と

分
か
る
書
類・領
収
書
な
ど
必
須
）

③
飲
食
品
と
し
て
の
提
供
・
商
品

の
販
売

④
補
助
金
の
申
請（
領
収
書
を
添
付
）

⑤
審
査
後
に
入
金

限
令
和
5
年
1
月
31
日

先
問
経
済
課
農
政
係

で
い
る

○
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
令

和
4
年
1
〜
3
月
の
任
意
の
1
カ

月
の
売
り
上
げ
が
、
前
年
ま
た
は

前
々
年
の
同
月
と
比
較
し
て
20
％

以
上
減
少
し
て
い
る

申
郵
送

限
6
月
30
日（
木
）消
印
有
効

先
問
経
済
課
商
工
係

　

家
内
労
働
者
へ
仕
事（
内
職
な

18
歳
〜
29
歳
の
健
康
な
方

日
時
投
票
日
当
日
午
前
6
時
45
分

〜
午
後
8
時
30
分

場
市
内
投
票
所

▽
勤
務
内
容　
投
票
所
で
選
挙
が

公
平
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
立
ち

会
い
ま
す
。

▽
報
酬　
日
額
1
万
4
千
円（
税
引

前
、
所
得
税
の
差
し
引
き
有
）

※
食
費
・
交
通
費
の
支
給
無
し

申
電
話
、
メ
ー
ル（
必
要
事
項
○

住
所
○
氏
名
○
電
話
番
号
）

限
4
月
28
日（
木
）

先
問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

senkyokanri@
city.inagi.

lg.jp

令和3年度　東京都教育委員会児童・
生徒等表彰を受章
（3月15日・中央文化センター）

稲城市高齢者見守りネットワーク事
業協定を締結しました
（3月30日・地域振興プラザ）

東京都ドクターヘリ運航訓練を
行いました
（3月11日・稲城中央公園）

OpenStreet㈱と災害時相互応援協
定を締結しました
（3月30日・市役所）

　髙木 里汀さん（稲城第四中学校3年）が、東京都
教育委員会児童・生徒等表
彰を受章しました。この表
彰は、地道な活動を継続的
に行い、他の児童・生徒な
どの模範となる者を対象と
して、東京都教育委員会に
より行われるものです。

　ヤマト運輸㈱多摩主管支店、NPO法人WELLDONE
と、日常生活や業務の
中で気が付いた高齢者
の異変を市や地域包括
支援センターに連絡し、
安否確認など適切な支
援につなげるための協
定を締結しました。

　市内で重症の救急事故が発生した際に、早期に
救急医療機関に搬送
することを目的に、
ドクターヘリ運航訓
練を実施しました。
ドクターヘリの運航・
離着陸場など詳細は
市 をご覧ください。

　OpenStreet㈱と、地震・風水害などの災害が
発生または発生する
恐れがある場合に、
市が実施する応急対
策に必要な電動アシ
スト自転車などを提
供いただくことの協
定を締結しました。

　

稲
城
市
立
第
三
児
童
館
・（
仮

称
）平
尾
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ
分
室

の
運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
市
内
で
、
現
に
児
童
館
・
学
童

ク
ラ
ブ
・
認
可
保
育
所
・
そ
の
他

認
可
外
保
育
所
・
幼
稚
園
を
運
営

す
る
事
業
者

▽
運
営
方
法　
運
営
業
務
委
託（
公

設
民
営
）

仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
な
ど
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市

内「
く
ら
し
・
手
続
き
↓
就
労
・
産
業
・
創
業
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
経
済
課
商
工
係

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
や
参
加
条
件
を
設
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
　
問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

就
労
支
援
情
報

広
報
い
な
ぎ
に
掲
載
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て

ど
）を
委
託
し
て
い
る
委
託
者
は
、

毎
年
4
月
1
日
現
在
の
家
内
労
働

者
数
な
ど
に
つ
い
て
、「
委
託
状
況

届
」を
労
働
基
準
監
督
署
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

限
5
月
2
日（
月
）

問
東
京
労
働
局
賃
金
課
家
内
労
働

係　
☎
03
・
3 

5 

1 

2 

・ 

1 

6 

1 

4 

▽
開
始
時
期　
令
和
5
年
4
月

申
郵
送
、
持
参

※｢

稲
城
市
立
第
三
児
童
館
及
び

（
仮
称
）平
尾
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ

分
室
運
営
事
業
者
募
集
要
項｣

に

従
っ
て
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
、
5
月
2
日（
月
）

か
ら
市
、
児
童
青
少
年
課
で
入

手
可

限
6
月
17
日（
金
）

※
審
査
に
必
要
な
書
類
は
6
月
24

日（
金
）ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
5
月
12
日（
木
）に
事
前
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

先
問
児
童
青
少
年
課
児
童
館･

学

童
ク
ラ
ブ
係



（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。

次の休日開庁日は4月23日（土）

第1371号
4.15
令和4年

4・4・15

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　
今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

日
時
４
月
23
日（
土
）午
後
２
時
〜
vs
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉　
場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　
問
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ（
株
）　
☎
03
・
３
５
１
２・１
９
６
９　

日
テ
レ
・
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ベ
レ
ー
ザ　
今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　
日
時
４
月
23
日（
土
）午
後
６
時
〜
vs
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千
葉
レ
デ
ィ
ー
ス　
場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　
問
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ（
株
）　
☎
03
・
３
５
１
２・１
９
６
９

　市内の米軍レクリエーション施設である多摩サービス補助施設には、戦後から手つかずの
自然や旧日本陸軍火

かこうしょう

工廠（多摩火薬製造所の遺構）が残っています。施設内の解説を聞きなが
ら春の散策を楽しみませんか。
※高低差のある舗装された道を約3時間歩きます。
対市内在住の方
※過去３年以内に参加した方は参加不可
※米軍施設のため、日本国籍以外の方は入場が拒否される場合がありますので、事前にご相
談ください。
日5月19日（木）・24日（火）　※申し込みはいずれか1日　
時午後１時～４時（予定）
場米軍多摩サービス補助施設　
定各20人（申込多数の場合は抽選し、後日メール等で通知）
申市 内申し込みフォーム（右下記QRコード参照）、郵送、窓口
※郵送・窓口での申し込みには申込書・誓約書・本人確認書類〔運転免許証（４桁の数字の２
組の暗証番号が必要）、住基カード（顔写真付き）、パスポート、マイナンバーカード（顔写真
付き）のうち、いずれか1点〕が必要
※家族で申し込む場合は団体利用者登録票・同意書も提出
※申込書・誓約書・団体利用者登録票・同意書は市 で入手可
限4月28日（木）（当日消印有効）　先問企画政策課企画政策係

5月4日（水・祝）午後2時キックオフ
VSベガルタ仙台

　親子で稲作を楽しみながら自然の恵みを体感しましょう。詳細
は「稲城市観光協会」 をご覧ください。
日5月29日（日）
※小雨決行、雨天中止の場合は6月5日（日）に順延
※10月中旬ごろに稲刈りも行います。
時○第一回＝午前10時～正午
○第二回＝午後1時30分～3時30分
※申し込み時にいずれか選択
場小田良の棚田現地（ソコラ若葉台バス停から100ｍ）
定各回6組
※抽選し、当選者のみ5月10日（火）までに連絡
費一人100円（保険代など）
申「稲城市観光協会」 内申し込みフォーム（下記QRコード参照）
〔4月18日（月）午前9時30分～〕
限4月28日（木）午後5時
先問稲城市観光協会　☎401－5580（平日午前9時
～午後6時）

多摩サービス補助施設
春の散策

親子で体験しよう
小田良の棚田で
田植えと稲刈り

稲城市ファミリー観戦デー

　稲城市がホームタウンである東京ヴェルディの試合のホーム
自由席・バックB席を特別価格でご招待します。ホームスタジア
ムで一丸となって応援しましょう。
※当日の新型コロナ対策について「東京ヴェルディ」 を確認の
うえご来場ください。
対市内在住・在勤・在学の方
日5月4日（水・祝）
時午後2時（開場＝午後0時30分）
場味の素スタジアム（飛田給駅から徒歩5分）
費〇ホーム自由席（一般）＝1,000円
※小中高生含む22歳以下・満65歳以上の方は無料
〇バックB席（一般）＝1,500円
※高校生以上22歳以下・満65歳以上の方は1,000円、小・中学
生＝500円
申「東京ヴェルディ」 内申し込みフォーム（下記QRコード参照）
※当日申し込み不可
※当日入場の際に身分証明書を確認します。
限5月3日（火・祝）
先問東京ヴェルディチケット事務局　☎03－3512－1969

▲一般優待

おうえんすル
ンだ！

▲小中高生含む22歳以下・
満65歳以上無料招待
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